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本研究は,ものづくり学習の計画に関わる教師の認識について着目した。 そこで
学習指導の際に1つの基準となるべく,計画作成に関する評価の観点について検討
した。研究方法は,技術分野担当教師に対する「生徒の計画作成」に関する調査で
あった0教師の回答を分析した結果,以下のことが明らかとなった。
1)ものづくり学習の計画に関わる教師の諏敬は,製作に必要な能九負の意織及
び設計に関する内容から構成される。 また,多くの教師は,学習指導要額に示
される基礎的な学習内容を,生徒自身も学習していると考えている0
2)計画佃式における評価の観点は製作,作品,生徒の意識及び設計の評価であっ
た。 しかしながら,教師個別の評価の観点には相違が認められた。
キーワード:教師の認識,ものづくり学習,計画胸裁,評価の観点
1はじめに
ものづくりに関わる学習指導はこれまで技
術・家庭科技術分野(以下技術分野)が担って
きた。しかしながら平成14年度学習指導要領
から技術分野の授業時間は削減され,総合的な
学習の時間に,ものづくり学習が含まれること
となったl)O今後は,総合的な学習の時間と技
術分野の役割分担を明らかにする必要性も認め
られる。
本研究は,ものづくりの初期過程である設計
段階の計画惟戒に着目した。 一般的に計画とは
先を見通すなどの意味でとらえられるが,もの
づくりにおいては設計に関わる内容を示す。 設
計段階の計画伶成はものをつくるためには必要
不可欠の内容である0 また,計画は技術的課膚
解決能力を育成するための学習過軽の1つに含
まれており,技術教育固有の目標として位置づ
けられ,その必要性が示されている2)0 さらに,
計画は次のように定義されている。 計画は,コ
ンピュータに称するプログラムのように,行動
の-づ轟の方向潮風芋を規定し,コントロールす
る。蓄積され,組織された知識としてのイメー
ジで,イメージよりも行動に直接関係をもって
いる3)0実践的な態度の育成を目指す技術分野
において,行動に直接関係をもつ計画の学習は
必要不可欠である。
平成14年度学習指導要額には,技術分野の
技術とものづくりにおいて「製作晶の設計につ
いて,次の事項を指導する。」と掲げ,具体的
に3つの内容を示している4)0 「使用目的や使
用条件に即した製作晶の機能と構造について考
えることO」,「製作晶に用いる材料の特徴と利
用方法を知ること。」,「製作晶の構想の表示方
法を知り,製作に必要な図をかくことができる
こと。」である。 以上のように,設計の内容で
ある使用目的や陵用条件による機能及び構造の
検討,材料の脚り用方法の理解,碑恒の表
示方法について技術分野では学習指導する必要
がある。
先行研究では,ものづくり学習の計画に対し
て生徒は非好意的なイメージを形成することが
示された5)6)また,製作活動に対して生徒は,
設計段階の必要性を詠めることも示されている
7)0さらに,谷田らは,ものづくり学習におい
て学習者の思考を検討し,製作前段階の主な思
考として構想図の作成や,製作計画をたてるこ
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とを導き出している8)0 生徒は,非好意的なイ
メージを抱きながらも,ものをつくる際の具体
的な行為だけではなく,計画傍戒や構造・機能
について考えることの必要性を謬めている。
また,設計段階における生徒の計画作成につ
いて,デザイン,準備,プログラム,予測によ
るコントロール及び意欲につながるプログラム
からなる枠組みが構築されている9)0 しかし
この枠組みは,生徒の自由記述により構成し,
生徒の常識のみを検討した枠組みである。 実際
の学習指導の展開や運営は教師の役割である。
したがって,設計段階の指導場面における技術
分野担当教師の認識についても明らかにする必
要がある。
以上のような問題意識をふまえ,本研究の目
的をものづくり学習の計画に関わる教師の柵
を明らかにすることとした。 さらに学習指導の
際に1つの基準となるべく,計画作成に関する
評価の額点について検討する。
2調査方法
調査内容. ・生徒の計画仲裁に関する先行研究
9)を資料として,計画作成時における生徒の思
考過程に珂して自由記述形式により回答を依頼
した。質問項目の内容は,質問項目①「製作活
動において生徒はどのような思考過程を経なが
ら事前の計画をたてていくと先生はお考えにな
りますカ㌔」及び質問項目②「製作活動におい
て生徒たちに何ができれば汁画をたてることが
できたと,先生は評価することが可能となりま
すカ㌔」であった。
対象者:技術分野担当教師であり,教職経験
1年から20年の33名であった。
調査期間:平成12年5月から8月。
分析方法:調査対象者とは異なる技術分野担
当教師3名を判定者として,KJ法による分析
を実施した。 質問項目①,質問項目②の分析に
それぞれ3時間を要した。
3胡査結果及び考察
質問項目に対する33名の回答を分析した結
果,質問項目①「製作活動において生徒はどの
ような思考過程を経ながら事前の計画をたてて
いくと先生はお考えになりますか誹こ対して,
生徒の計画作成に対する教師の認識が示された。
また質問項目②「製作活動において生徒たちに
何ができれば計画をたてることができたと,先
生は評価することが可能となりますれ」に対
して,計画作成における評価の観点を確録する
ことができた。
3.1生徒の計画作成に対する教師の御
質問項目①の回答を分析した結果,図1に示
すような製作に必要な能九負の意識及び設計
からなる枠組みが構成された。
製作に必要な能力とは,「既存の知識である
か考える」などの知識,「自分の能力と製作対
象の難易度の兼ね合いを考えている」などの技
能,「自分の製作経験(成功例や失敗例)に照
らし合わせる」などの経験に関する下位項目を
含んでいる。 大枠には製作に必要な能力とは,
生徒自身がものづくりに関する施験を通して身
につけたレディネスを示している。
負の意識とは,「(労力を使わずに)簡単に製
作できるもの」などの消極的な生徒,. 「考えが
まとまらない」などの迷う生徒,「成功例があ
ればそれを模倣する」などの模倣に関する下位
項目を含んでいる。 この負の意識とは,下位項
目からも示されるように生徒がものをつくる際
の消極的な態度を示している。
設計とは,「何のために使うか」「どのような
形状のものをつくるか」などの構想,「材料と
部品」「材を有効に使うための材料取り」など
の材料の理解,「細かい部分の寸法を考える」
などの寸陰,「作業に要する時間」「どのような
順で製作していくか作業の工程を考える」など
の作業の計画,「さらによくしようと創意工夫
する」などの工夫に関する下位項目を含んでい
る。
この内容は,学習指導変額に示される「使
用目的や使用条件に即した製作晶の機能と構造
について考えること。」「使用目的や使用条件に
即した製作晶の機能と構造について考えるこ
と。」及び「製作晶の構想の表示方法を知り,
製作に必要な図をかくことができることO」に
も対応する。
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図1 KJ法図解化による生徒の計画作成に対する教師の認誰
以上のように図1に示された製作に必要な能
力,負の意識は学習指導の際に,教師が生徒に
対して配慮する生徒理解に関する認識であり,
この枠組みの設計とは一般的にものをつくる際
の設計と同義の内容であった。
特に,製作に必要な能力及び負の意識には,
表1に示すような計画をたてることのできない
生徒像と計画をたてることのできる生徒像が認
められた。
計画をたてることのできない生徒像は,現代
の子ども像の特徴をそのまま表襲したかのよう
な内容である。 表に示すように自分の技能が把
握できない,次のことに移りたがる,経験が少
ない,便利な世の中に生きている及び簡単な工
夫のない作品をつくるなど,技術分野の授業の
みでは指導できない内容も含まれている。 こう
いった現代社会のかかえる問題を,ものづくり
学習において学習指導することが可能となれば,
ものづくり学習の必要性もさらに認められ,そ
こ-計画伶戒の学習指導が関わっていけるので
はないかと考える。
また,計画をたてることのできる生徒像を抱
く教師は,生徒の経験を1つのキーワードと考
えている。 ものづくり学習における計画作成の
学習指導は,計画個我について経験させる適切
表1計画作成に対する教師の生徒像
静菌をたてることのできない生徒傭
・自己の技能の把轟ができていない子ほど無駄な時間を使っている.
・事前の計園を綿密にたてることが,生徒は非常に苦手です.次の製作作業に移り
たがりますし,それを押さえながらの掃導も大変です。
WTM版図as引ヨヨ凪嗣】EM3E瑚圏呂['n-T'>i.j閤fc*3WMサii^Tarra月も
・いろんなものがいわゆる店で手に入る時代ですので,それらのものを見つけだす
のも生活していく力ですが.自分で工夫する力や創造する力は,便利な世の中では弱くなっている。
・経験の浅い大多数の生徒は,教科書や資料集などのサンプルを見て,だいたいの
レイアウトをつかみ製作している。
・アイデアも思いつかないので作れない生徒が多い.術単な作鼠見本をみせると
工夫のない作品を作ってしまう傾向が多いa相コr**e声p^サxtf-g^ g琵エコ
自分の能力と製作対象の難易度の兼ね合いを考えて計画をたてている.
生徒の製作棚があって,それがもとになり,思考されていくと思います。
先生の静や,今までの権験から計画をたてていくと患います.
いろんな作品例を示すと,その長所を取り入れて考えて計画をたてる。
な機会となる。
また,質問に回答した教師33名の自由記述
の回答を,図1の計画作成に対する教師の認識
に埋め込んだ結果,表2に示すような掛合が得
られた。 複合的要因とは,設計,製作に必要な
能力,負の意識を複合的に考慮していることを
示している。 この結果から,多くの教師は,学
習指導要領に示される基礎的な学習内容を,生
徒自身も学習していると認識している。
表2生徒の計画作成に対する教師の割合
認識の要素人数(名)割合(%)
設計1649
製作に必要な能力618
負の意識618
複合的要因518
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3.2計画作成における評価の観点
質問項目②「製作活動において生徒たちに何
ができれば計画をたてることができたと,先生
は評価することが可能となりますか。」の回答
に対してKJ法を用いて分析した。 その結果
図2に示す計画作成における評価の観点を確録
することができた。 その評価の観点は製作,作
品,生徒の意織及び設計の評価であった。
評価の観点の製作は,「必要な部材をけがか
せた後で,余った板の割合が1から2割であ
る」などのけがき,「製作途中の作業(安全性
も含まれて)」などの作業計画の実践,「生徒自
身が自ら考えてやってみるという場面が認めら
れた時」などの試行に関する下位項目が含まれ
ている。
これは,製作中にも計画の実行ができ
ているのかについての評価である。
評価の観点の作品は,「組み立てによる誤差
の有無」などの組み立て精度,「製作図通りに
製作した時」などの完成度,「最後まで丁寧に
仕上げないと意味がない」などの仕上げに関す
る下位項目が含まれている。
これは,製作後の
計画の成果についての評価である。
評価の観点の生徒の意識は,「何を作るかに
ついて意欲をもって決定できた時」などの意欲,
「完成した作品に愛着があるかどうかが第1の
ポイント」などの作品-の愛着に関する下位項
目が含まれている。
これは,ものづくりに対す
る生徒の意欲や愛着の評価であるO
評価の観点の設計は,構想,製図,作業の計
画,材料の理解及て周り意工夫の下位項目から構
成されている。 これは,図1の設計にも関わり,
学習指導要顔に示される基礎的な内容を含んで
いるOつまり「使用目的や使用条件に即した製
作晶の機能と構造について考えること。」,「製
作晶に用いる材料の特徴と利用方法を知るこ
と。」,「製作晶の構想の表示方法を知り,製作
に必要な図をかくことができること。」の目標
に対して,教師の評価の観点では,「どこに,
どのように,その製品を使用するか明確に決め
ていること」,「どのような材料を使うか,使お
うとするかが事前に準備できること」,「図面と
して表現できること」の記述が認められた。
用
図2 KJ法図解化による計画作成における評価の観点
9EE
「椴的な設計の内容以外に,製作の途中,作
品,生徒の意欲や作品-の愛着に対しても,教
師は生徒の計画作成についての評価を考えてい
ることが,評価の観点の特徴である。 評価をす
るためには,その学習内容を教師が授業中に取
り上げて指導する必要がある。 つまり計画作成
において,設計,製作の途中,作品,生徒の意
欲や作品-の愛着に対しても学習指導を実施し
なければならないo
また,図1に示したKJ法図解化による生徒
の計画作成に対する教師の認識と図2に示した
KJ法図解化による計画作成における評価の観
点を比較すると,図1の計画作成における生徒
の実態を学習指導によって,図2に示された知
識や技能の獲得を目標とした教柵程が認めら
れる。
例えば,生徒の負の意識に対して,意欲
を導き出し,作品-の愛着を感じることができ
るように目標をもって学習指導を展開すること
も可能である。 このように,図1の生徒の計画
作成に対する教師の認識と図2の計画作成にお
ける評価の観点をもちいて,学習指導計画を作
成することも可能である。
さらに,質問に回答した教師33名の自由記
述の回答を,図2の計画作成における評価の観
点に埋め込んだ結果,表3に示すような評価に
関する割合が得られた。 総合的評価とは,設計,
製作,作品生徒の意識を総合的に評価してい
ることを示している。 この結果から,教師の評
価の観点は,-様でないことがわかる。 教師の
評価の基準に相違があることは問題であり,今
後の研究課塔である。
表3評価の観点に対する教師の割合
評価の観点人数(名)割合(%)
設計1031
製作721
作品515
生徒の意識39
総合的評価824
以上のように本研究において,生徒の計画作
成に称する教師の認扱及び計画作成における評
価の観点について検討することができた。 今後
は本研究で得られた知見を授業実践に展開する
必要がある。
4まとめ
本研究は,ものづくり学習の計画に関わる教
師の認識を明らかにすることを目的とした。 そ
こで,ものづくり学習の計画の学習指導におい
て1つの基準となるべく,計画作成における評
価の観点について検討した結果,以下のことが
明らかとなった。
1)ものづくり学習の計画に関わる教師の常
識は,製作に必要な能力,負の意識及び設計
から構成される。 また,多くの教師は,学習
指導要額に示される基醇的な学習内容を,生
徒自身も学習していると考えている
2)計画仲戒における評価の観点は製作,作
品,生徒の意就及び設計の評価であった。 しか
しながら,教師個別の評価の観点には相違が静
められた。
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